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はじめに
2009 年 10 月 12 日 13:00 から、体育総合研究

棟（SPEC）1F フロアーにて、雙峰祭学研企画
「世界に誇れる学食をめざして〜学食 言いたい
放題、食べ放題 ?? 〜」を、体育科学系総合戦
略委員会（委員長 征矢英昭教授）の企画とし
て開催した。

健康のための三原則は以前から言われるとお
り、「栄養、運動、休養」である。そして、ア
スリートの体づくり、およびパフォーマンス向
上には「トレーニング（運動）、栄養（食生活）、
休養」が必須である。近年、大学という環境は
最後の食育の場としての責任があることが認識
されるようになった。また、大学時代は食生活
の自立完成期にあることから、望ましい食環境
の中で、望ましい食生活習慣を体得する重要な
時期であると考えられており、その環境を提供
する大学への期待も大きなものとなっている。
加えて、「食」が豊かとなった今、スポーツ栄養・
運動栄養に対する関心と期待が拡大している。
これらのことから、最も食の重要性を痛感して
おり、どこよりも真剣に食のあり方を考えるべ
き体育科学系において、今、「食」を考える企
画を開催することは極めて意義深いと考え、上
記企画を実施した。パネリストには、上村香久
子氏（チーム「ニッポン」マルチ・サポート事
業、管理栄養士）、高橋文子氏（エームサービ
ス（株）スポーツ＆エンターテイメント事業部

ナショナルトレーニングセンター事業所、管理
栄養士）、柴田麗氏（明治製菓（株）ザバススポー
ツ＆ニュートリション・ラボ、管理栄養士・健
康運動指導士）、辻ひろみ氏（戸板女子短期大学、
准教授、専門：給食経営管理）、野末琢二氏（有
限会社 結エディット代表取締役）〔発表者順〕
を招き、向井直樹（スポーツ医学）、麻見直美（ス
ポーツ栄養学・運動栄養学）の司会・進行で開
催した（図 1）。当日は、田中敏副学長、岡田
実学生部長、加賀信広学生生活支援室・室長を
はじめ、全学より関係各位の出席を得て、また
既に学内で食堂の営業を行っている第二エリア
食堂の方々（竹山弘一氏、大塚奈津子氏、倉重
沙織氏、大入成美氏）や、学外者 10 人、当該
学生 40 人および教職員 14 人の参加を得て、総
勢 80 人余の出席のもと活発な意見交換がなさ
れた 3 時間 30 分を超える有意義なフォーラム
となった。

以下に、その記録を記す。

1．はじめの言葉
冒頭の挨拶で、野村良和体育科学系長は、「食

生活は、学生にとってとても大切なものである
ので、現状の学食がこれでいいのかと疑問を感
じることがある。望ましい環境を作ることが課
題で、そのための貴重な意見交換会としたい」
と述べた。その後、征矢英昭体育科学系総合戦
略委員会委員長が、「本日のフォーラム開催の

09 年度雙峰祭　学研企画パネルディスカッション

「世界に誇れる学食をめざして〜学食 言いたい放題、食べ放題 ?? 〜」記録

麻見直美・向井直樹・征矢英昭

Scientific program in SO-HO Festival 2009, panel discussion, entitled  
”The road to the “world-class” students’ dining hall”.

OMI Naomi, MUKAI Naoki, SOYA Hideaki

体育科学系総合戦略委員会総合部門



麻見直美・向井直樹・征矢英昭164

運動 

栄養 休養 

雙峰祭 学研企画 

〜 〜 

 

企画����学�������� 

����������� �����〜����� 

�������研�������� �� ���� 

 

����������� ������学���学��� 

 

������������� ������学���学���� 

 

����������� 

   ��   

     �����   ������������������� 

     �� ��   ���������� 

             ����������������� 

             ������������������ 

     ��  �   ������� 

             ������������������� 

     � ���   �������学 

     �� ��   ���� ����������� 

   �� 

     �� ������学���学����� 

     �� ������学���学����� 

 

       ����������� 

 

���� 

 

����������� ������学���学���� 

２回目

0

1

2

3
��

��

��
���

���

��

６回目

0

1

2

3
��

��

��
���
���

��

図 1



09 年度雙峰祭　学研企画パネルディスカッション
「世界に誇れる学食をめざして〜学食 言いたい放題、食べ放題 ?? 〜」記録

165

目的は、事務担当者、食堂経営者、学生、教員
が共に考える場を持つことであり、理想として
卒業生が来たくなるような食堂をつくるために
どうしたらよいかを考えたい。」と口火を切っ
た。

2．パネリストの提案
1） 上村香久子氏（チーム「ニッポン」マルチ・

サポート事業、管理栄養士）
発言者 1 人目の上村氏は、これまでの食事提

供などに関連する仕事の経験から、食事を提供
する側が栄養的に望ましい食事を提供しても喫
食者がほとんど手を付けないなどの問題が現実
的にはしばしば起こること。これでは食事を提
供する側は、リピーターとなる喫食者が定着し
ないことから経営が成り立たなくなるため、栄
養的に望ましい食事であることが重要な喫食者
を対象としていても、栄養的に望ましい食事を
提供するのではなく、喫食者が食べる食事を提
供することに成りがちな現状を話した。このよ
うな現状を解決するために、改善にむけて最も
大切なことは、『食事をする人（喫食者）のニー
ズにあったものを提供するということ』である
が、喫食者と食事提供者、そしてサポートにか
かわる管理栄養士ではニーズが異なることを大
前提として、それぞれのニーズをすり合わせる
こと、すなわち、お互いに話し合いをしたり、
コミュニケーションをとることが重要であると
述べた。さらに喫食者、食事提供者それぞれの
ニーズを聞いて、どのような工夫をしたらいい
か、改善点はどこかなど意見をもらい、改善に
対する要望と現実を調整する管理栄養士などが
介在することが重要で、このすり合わせ・コミュ
ニケーションを繰り返すことが改善につながる
と強調した。

2） 高橋文子氏（エームサービス（株）スポー
ツ＆エンターテイメント事業部ナショナル
トレーニングセンター事業所、管理栄養士）

高橋文子氏は、「客の満足を求めて」と題し
て話した。味の素ナショナルトレーニングセ
ンター（NTC）の食堂に来る客のニーズは、3
つあり、「おいしい料理と豊富なメニュー選択
ができること」、「栄養の理解を深めること」、

「『チームジャパン』の促進」であり、そのために、

食堂での栄養サポートが当たり前となっている
今日、選手のニーズに合ったメニューや食生活
のアドバイスを提供するとともに、コミュニ
ケーションの場として食堂を利用できるように
していると話した。具体的なメニューは、4 シー
ズン 4 サイクルとし、ビュッフェスタイルで経
営しており、多様な喫食者のニーズに応える努
力をしていた。また、具体的な食事提供の工夫
として NTC で力を入れている点として、アス
リートの野菜不足の改善のために、新鮮な野菜
を提供して喜んで食べてもらおうと神奈川の三
浦半島の青果商から野菜を直送してもらってい
ることが紹介された。また、「五感を刺激して
おいしく味わってほしい」という願いから、温
かいものを食べてもらうために、模擬料理（デ
モクック）によるつくりたて料理の提供を行っ
ていること、これにより作り手（調理師）を見
てもらい、人とのつながりをつくることへの効
果も狙っていることが紹介された。加えて、喫
食者の栄養への意識向上のために行っているこ
ととして、メニューカードへのエネルギー量表
示、摂取エネルギー量別モデルメニューの提示、
栄養情報に加えて、季節の行事や、インフルエ
ンザの情報などを掲示する卓上 POP、実際の
食事時に喫食者に話しかけをすることでの食生
活アドバイスなどを行っていることが紹介され
た。加えて、北京五輪選手村での食事提供の様
子の報告もあった。最後に、「お客様のニーズ
が我々のミッションです」と話した。

写真 1
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3） 柴田麗氏（明治製菓（株）ザバススポーツ
＆ニュートリション・ラボ、管理栄養士・
健康運動指導士）

冒頭に、食事の重要性として、選手に必要な
食事量はどのくらいか、1 食の食事がパフォー
マンスの維持向上にどれだけ重要であるかを強
調した。アスリートにとって「トレーニング・
栄養・休養」は必須条件であるが、筑波大学を
見ると、トレーニングや練習環境は整っている
ように感じるが、食堂はどうか？とみてみると、
他の施設のレベルとアンバランスじゃないか？
と感じると述べた。また、喫食者の定着に重要
となるカギは「口コミ情報」であることを事例
を交えて述べた。すなわち、一人の喫食者が「美
味しくない」と言うとその情報が伝染すること、
そうならないように誰かが喫食者と先に話し、
食事提供者に改善を促すことが重要である。そ
の場合、調理を改善しつつ「美味しくなったみ
たい」という情報が流れる仕組みがあることも
大切であると話した。すなわち、食事提供者と
喫食者の間をつなぐ管理栄養士などの存在の重

要性を述べた。また、「SAVAS では栄養サポー
トのほかに、スポーツ界を盛り上げようという
目標も掲げ仕事をしている」と述べ、食事提供
に関わる人々が、喫食者である選手や芸術家の
ファンであることも大切。試合の応援に行って
みよう、この学生芸術家の作品を見に行こう、
など、喫食者が活躍できるなら頑張って調理し
ようという気持ちを持てるような喫食者に関す
る情報を食事提供者に伝えることも大切である
と結んだ。

4） 辻ひろみ氏（戸板女子短期大学、准教授、
専門：給食経営管理）

辻氏は、大学の学食とは、高度な技術の習得
と研究の活力源であり、心身の健康の入り口と
なるべき存在であると語った。他大学に多い例
としては、「魅力ある、保護者が安心する学食
をアピールして入学者を呼びこもう！という動
き」で、食堂を大学の看板にするくらい、食を
重視するケースが増えている。複数の学食を有
する大学では、何かに特化した学食を設け、日

） 任 責 的 会 社 （ Ｒ Ｓ Ｃ の 食 学 
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常的に学外者も訪れる環境にしている。学食用
のプリペイドカードを導入し何を食べたかが出
資者である保護者も知ることができるというシ
ステムを運用しているケースもある。と、他大
学の事例を交えて、学食のあるべき姿を話した。
また、大学時代に、食事の選択能力を身につけ
る必要がある。そのための環境を提供すること
は、大学として、世界で活躍する人材育成の観
点からも必須である。食べる力が生きる力にな
ることから、大学は最後の食育の場であり、最
後の食育の場にふさわしい食環境でなくてはな
らない。メタボリックシンドローム対策をはじ
め、これから生きていくために食育が必要で、
そのためには、楽しい学食での、安全でおいし
い食体験、人と食べ物との出会いがある学食が
必要であると述べた。これらを考えると学食に
は社会的責任がある（図 2）ことを示され、こ
れらを考慮した標準的学食とはどのようなもの
かについても示した（図 3）。さらに、現状の
学食は、未だ食事環境の配慮が少ないケースが
多く、図 3 に示される事柄が実現できると学食
のレベルは高いと話した。そして、食事は喫食

者のニーズに合うものでなければならないこと
から、スポーツ場面を考えたなら、対象者・競
技特性・試合期などからどんな栄養補給をすれ
ばよいか？どんな給食を出せばよいか？を検討
する必要がある。そこで必要と考えられた栄養
素を食品に置き換えていく作業が「給食管理」
の主な作業であり、そして喫食者（選手）がき
ちんと食べているかを確認するために、それぞ
れの体格・栄養状態・満足状態からさらに食事
内容の見直し・アセスメントを行うことが必要
で、このような間接的な栄養指導は学食だから
こそできるのだと話した。すなわち、望ましい
方向に学食が改善されているのか否かの評価
は、喫食者の健康状態を把握し、喫食者の健康
上の改善目標（体重管理や貧血者数）を立て、
それに基づき食事提供を実施し、食事摂取実施
後にその目標が達成されたかを確認することが
必要で、これができてこそ栄養管理ができたと
言える。学食は、特定多数の集団の人々に食事
を提供しているので、健康増進法に示されてい
る栄養管理が行われる施設である。喫食者の
ニーズに応えつつ栄養管理を行っている施設で

図 3

標準的な学食のポイント
1. いつ食べてもおいしい
2. メニューが選択できる（複数定食・アラカルト・カフェテ

リア・軽食・喫茶）
3. 食事量が選択できる（大盛り・並盛・小盛またはカフェ

テリアなどの選択食）
4. 適正価格の売価である。
5. 衛生的できれいな環境（厨房・配食・食器・食堂）が保

たれている
6. 適温の食事と心地よい環境温度が

保たれている。（エアコン）
7. リフレッシュできる
8. コミュニケーションの場である

（学生・教職員・食堂職員）
9. 継続的利用で健康維持ができる
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なくてはならないと話した。そして、まとめと
して、学食は利用者の個別ニーズにあった食事
提供を目標に、運営されなければならないと述
べた。

この発言に対し、『現在、日本の大学で今話
した望ましい食環境のところはあるか』の質問
に対して、『対象者に合わせた食事を出すこと
は、実は給食ではとても難しいこと。法的な規
制がやっとできたところで、2010 年版日本人
の食事摂取基準でやっと対象者に合わせた食事
提供について示されたので、これから進んでい
くでしょう』と答えられた。『筑波大学の体芸
食堂が大学の学食として、喫食者に合った食事
提供がきちんとなされている食堂の第一号にな
らなければなりませんね』との発言があった。

5） 野末琢二氏（有限会社 結エディット代表取
締役）

野末氏は、今一番必要なのは、体芸食堂をブ
ランディング（ブランド化）すること。ブラン
ディングするためにはどうすればいいか？をみ
んなで考えることが大切と話した。また、喫食
者などの関係者が体芸食堂に対する誇りがある
かが改善にとって重要で、多くの人から「行っ
てみたい」、「行くと元気が出る」と言ってもら
えるような学食をつくる必要がある。そのため
には、筑波大学のブランド力を利用し、その中
で、「体育・芸術ならではとは何か」を考える
べきである。まず、評判になることをとりあえ
ず 1 つやってみればいいと話した。その中で、
例えば、地域との関係を強化していくなどの工
夫が改善の鍵になる可能性を、茨城が日本の農
産物出荷量の 3 位であることなどを例に話さ
れ、学食が、健康のためだけでなく、食べる場（人
と人とがかかわる場）としての充実も必要であ
ることが強調した。

6） 筑波大学体育会所属学生の栄養素等摂取状
況等の報告

休憩を挟んで、意見交換のための資料提供と
して、本学の体育会（野球・蹴球・バレー・バ
スケット・陸上・ラグビー・アメリカンフット
ボール・柔道等）に所属する学生の栄養素等摂
取状況の現状を麻見が報告した 1）2）。エネル
ギー摂取量の不足傾向、カルシウム、鉄の摂取

が不足している者が極めて多いこと、食物繊維
の摂取はほとんどの学生で不足している現状
で、野菜は、野菜ジュースに頼っている傾向が
強くみられる特徴が示された。また、朝食摂取
習慣を定着させる取り組みを実行したチームに
おいて、体力・競技力が向上する傾向であった
ことを報告した。

2．総合討論
1）フロアーからの発言、質問など

フロアーの参加者からの発言、意見として、
まずクラス代表の学生は、「体芸食堂について
は、開く時間（注 1）」が遅く、食べたいとき
に開いてないことが多く、量が少ないことや施
設の面でも、汚い・狭いなどの問題がある。」
と指摘した。さらに、自分たちの問題（課題）
として、「良い食事にはお金がかかるが、学生
はそれに対する理解がない。学生は、とにかく
安いものを選ぶのが現状。どうすれば『よい食
事にはお金がかかる』ことを理解させることが
できるのか？」との質問が出された。

体育会代表学生からは、「このフォーラムに
先がけて、体育会が中心となって、学食に対す
る意見、要望をまとめたが、半数以上が現状の
学食にネガティブなイメージを有しているこ
と、4 年生にもなると 2 年以上学食に行ってい
ない人も多いこと」などの発言があった。また、
学食への要望としては、「量も増やしてほしい
し、値段も安いほうが良い。学生が納得できる
ような価格とは・・？と考えると、例えば、ファ
ミリーレストランの朝食バイキングの 650 円が
学生には高いと感じる。メニュー内容以前に、
金額そのものを高いと感じていること、学食に
おいても値段に見合ったものを提供してくれた
としても、学生が本当に食べるかは疑問で、体
育会の学生にとっては、ジャージや遠征費は削
れない。削るのはどうしても食費になってしま
う。これら点を考慮した上で、栄養サポートと

-------------------------------------------------------------------------------------

注１：

営業時間： 1F（7:00〜9:00、11:30〜14:30、16:00〜19:00）2F

（11:00〜16:00）

授業時間： 8:40〜9:55、10:10〜11:25、12:15〜13:30、13:45〜

15:00、15:15〜16:30、（16:45〜18:00）
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して学食での食事提供をして欲しい」と話した。
この他、体育会運動部の栄養サポートを行っ

ている運動栄養学研究室所属の学生からは、「ス
ポーツ選手に対し、まず、朝食をしっかり食べ
ることを中心にサポートを行っているが、現状
の学食では値段に見合ったものが提供されてい
ないために、近くの食堂を利用するようにアド
バイスせざるを得ない。折に触れて、学食への
要望を直接伝える努力をしているが、正式に意
見を言う場がないためか、要望を取り上げても
らえない。せめて価格に見合った食事を出して
ほしい」、「昼休み 50 分ではなかなか学外に食
べに行けないため、食堂を利用するしかないが
選手の食事記録を 2 週間おきにチェックしてい
るが、昼食の食事状況が悪い。今の体芸食堂で
は仕方ないよねという結論に至ってしまう。望
ましい食事が出来る環境を整えることが重要
で、このような意見を直接伝えられる場所や機
会を頻繁に作らないといけないと感じている。」
などの発言があった。また、「体芸食堂をよく

利用するが、入口横に意見箱があるが、みんな
気づかない。書いても反映されるのか不安であ
る。」との声も上がった。

さらに、保護者としての意見として、プリペ
イドカード式であったならば、食事以外に使え
ないから保護者としてお金も出資しやすい。こ
の導入は 1 つの解決策ではないか。との発言も
あった。

2）パネリストの回答
これら発言に対し、パネリストから様々なア

ドバイスが示され、まずは現状と同じ金額で、
どれだけ質の良いものがだせるか !! が食事提
供者側の課題であること、喫食者側の問題とし
ては、食費をきりつめすぎるとパフォーマンス
が低下することを認識することが重要であるこ
とが指摘された。さらに、人間同士の関係が必
要で、みんなで学食を応援する雰囲気、関係づ
くりも大切である。急にコストや内容を変える
のは無理であることの指摘があった。すなわち、
学生に対してよい食材を使うから 20 円上げて
いいかといったメッセージが伝われば、喫食者
側も、値上げを応援しようと思える様になれる
はずだとの発言があった。

また、食事提供者側にとっては意見箱の声は
貴重なものであること、すなわち宝の山である
との説明があった。むしろサービスする側に
とっては何も言ってくれないことが一番怖く、
サイレントクレーマーが出現しないようにしな
くてはいけない。意見箱の意見はわがままなも
のもあるが、適切な指摘もある。食事提供者が
改善可能なこともあるが、施設側の問題も同時
に意見箱に入る。意見箱の声が伝わるべきとこ
ろに伝わるようなルートを作ることが大切であ
る。とのアドバイスがあった。しかし、現状で
は、その宝の山を食事提供者側が宝だとは思っ
ていないかもしれない可能性があり、まずはこ
の改善が急務であるとの指摘を受けた。

さらに、学食改善を盛り上げるために、まず
その要望を正しく伝えるための手段として、給
食委員会のような組織をつくってみるのもよ
い。食事提供者と、大学、喫食者の学生の三者
の関係が、お互いに顔の見える関係であり、望
ましい食事が提供されるように常に意見交換す

写真 2
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ることが不可欠ですと指摘があった。
改善への具体策の第一歩としては、改善を要

求するだけでなく、喫食者自らの改善協力も不
可欠である。例えば、○年△クラスは月曜日の
朝、○年□クラスは月曜の昼、☆☆クラブは月
曜の夜など、ローテーションで必ず行く日を設
定するなど、改善が軌道に乗るまでの喫食者自
身の改善協力体制も重要であるとのアドバイス
があった。食事提供者側にとってみれば、必ず
人が来るとわかっていれば、大胆に改善に取り
組むことができ、よい、プラスのスパイラルを
作り出すことが出来ると話した。

3．コメント
会後半には、阿江学群長から、「これからの

食堂は、望ましい食を体感する場であると同時
に、コミュニケーションの場、リラックスする
場、勉強会で集う場、試合後やセミナー後の交
流会の場など多機能であるべきで、当然、望ま
しい食を体験する場としてスポーツ栄養が実践
される場であってほしい。授業や栄養サポート
を受けて学んだことを学食で実践できる、教育
現場の延長として学食が機能しなければならな
い。体育領域にとって、グラウンドや体育館が
教育の実践の場であるのは言うまでもないが、
学食もグラウンドや体育館と並ぶ教育やトレー
ニングの場となるべきである。」との発言があっ
た。なお、近々に冷房等の環境は改善される予
定であることが報告され、内容すなわち提供さ
れる食事を改善することが急務であることを強
調した。

また、学生生活支援室長の加賀氏からは、「こ
れまでの学生からの要望などは、各食堂経営者
に伝えてきたが、それが達成されたかは評価し
ていなかった。そのため、要望に添った改善が
なされているかなどは確認できておらず、事
実、学生から見れば何も改善されておらず、要

望が実現していないと見えているようだ。姿の
見える関係が重要であることを多くのパネリス
トの方が発言されていたが、学食を利用してい
る様々な人からの意見を踏まえて、食堂経営者
と相談し、現状を変えていくことが私の責任な
ので、施設面の改善などからやっていきたい。」
との心強いご発言をいただいた。また、提供さ
れる食事内容については、具体的に食事提供者
と喫食者が直接意見交換をし、望ましい食事が
提供されるように改善に向けたレールをつくっ
てもらいたい。とも述べた。

4．おわりに
最後に、征矢総合戦略委員会委員長が、まと

めの挨拶として、「現状のネガティブなことば
かりを言うのではなく、改善に向けての考え方
を様々な視点からさぐることを目的に、この
フォーラムを開催した。無力感が広がっている
今、改善に向けてどう取り組むのか、まずは関
係者が顔を合わせ、考えるきっかけとなったと
確信している。まずは、何か 1 つからの改善を
はたらきかけ、改善要求のみでなく、自らの改
善協力行動も実行に移す必要がある。今日の
フォーラムをきっかけに改善への取り組みを継
続していこう。」と結んだ。
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